
「保育園における食育の取り組み 

～カツオの解体見学から食物連鎖を知る～」 
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食べ物を残さず食べることの大切さを、
クッキング体験や食物連鎖などを通して、
分かり易く伝えるために、子どもたちが目でみてわかる方
法で伝えていきたいと考え行っている。
カツオの解体見学から、おやつ（カツオスティック）が
出来るまでの様子や鰹節になる話しなどを
聞いて、食べることへの意欲・興味・関心を
伸ばしていく。
また、それを口にすることで味の変化や食感、
風味に気付くことが出来る。
食育活動を通して、命の大切さ・食物の大切さに自然と
気付くことが出来るよう、子ども達の言葉や呟き、感動
する姿等を通して、今後の保育に活かしていく。
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10月
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２歳児の子どもたち

３歳児の子どもたち

なんと！
カツオの内臓から
食べたイワシが
出てきました！
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おいしいね！
おかわりはある？
お家でも
作ってもらおう
かなぁ…
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食物連鎖と食物網ー知識の書庫より
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考察
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